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この春、はじめて城端の祭を見にいった。昼に見た六体の豪華な曳山車の

木彫や、かの治五右衛門の塗もさることながら、より興味あったのは山車に

従う六台の庵屋台であった。京都のー力など日本の一流のお茶屋を模したも

ので、下の屋台に数人の磯子方が入る仕掛け。その庵屋台、精巧可憐を極め

風流を憶えるのであった。

しかし驚いたのは夜。ちょうちんを燈したその庵屋台が主役。ちょうちん

山車の後で、立ち止まった屋台のなかの三味線や太鼓や笛の磯子に庵唄が流

れる。庵唄とは端唄であった。

まさに春宵一刻価千金。その情緒に酔うた。端唄のリズムが、思いがけず

七年前に去った亡き母を偲ばせた。久々の春の宵の感興だった。坂の町には

情緒が残っていた。呉西地区の町々に京都風の山車が祭に曳き巡されること

は知っていたが、城端の町に端唄の江戸情緒まで飛びこんでいようとは・・・・・・。

多分、五箇山の蚕が城端に集められ、生糸や白生地にされ、それを荷いで

江戸で売り、端唄を聞き、それを持ち帰ったものであろう。

古い文化は、その文化圏の周辺に残る、といわれる。高岡を中心に、この

城端・砺波・小矢部・伏木・氷見・新湊・四方、大門と曳山祭の形式は多い。

京都の祇園祭の鉾の巡行の

形式であろう。呉東には、

八尾と岩瀬以外にこの祭の

かたちはない。小さな富山

のである。しかも呉西は加

賀百万石の城下。加賀文化

圏でもある。だからか、京

和菓子も呉西。また今秋に

「富山の茶室」を刊行するの

に調査したら、県内の独立

棟の茶室85のうち、 51まで

呉西にある。それに、林檎

県であっても、呉羽山を境

として呉西は関西文化圏な

庵
唄
、
そ
し
て
呉
西
の
文

が呉羽山まで、柑橘類は呉西まで、とか。

城端の情緒ある庵唄は、辺境の関西文化圏に飛びこんだ関東文化であろう。

だが、現代では交通の発達によって、また中央との互いの交流によって、

和菓子の違いがなくなるように、マーケットの味が画一化する。祭りでさえ、

ズアップー影
に
心
を
奪
わ
れ
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w

恋
ま
」
写
真
展
開
催

神々の祭りから、神は死んで、いかに人々を集めるかのイベントに変わって

しまった。呉西も呉東も、もう違いはない。

しかし、呉西地区にひそむ古い文化的素要は、なまじっかまだあるだけに、

時代を切り裂く新しい創造にとって足棚となっている場合が大きいようだ。

その点、呉東の方が、かえって新しい感性を直接に創造に結びつけ易い可能

↑生カ£あるカ為もし才しないので、ある。

域端の庵唄も祭というイベントとして残ったが、土地の文化として定着し

ただろうか。加賀の能や茶道のように・・・・・・。その心まで。

今日の県近代美術館の現代美術や利賀のイベントも、土地の文化として果

して定着するものだろうか。意識の変革にまで・・・・・・。あるとすれば、

それとも呉東だろうか。

それは

呉西だろうか、

六
月
日
(
写
真
の
日
)
に
県
民
総
参
加
で
ふ
る
さ

と
を
撮
影
し
た
「
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
と
や
ま
」
。
こ
の
と
き

撮
ら
れ
た
写
真
の
展
覧
会
が
、
八
月
八
日
か
ら
十

一
日

ま
で
の
四
日
間
、
富
山
県
民
会
館
地
下
展
示
場
及
び

一

階
ロ
ビ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
展
示
作
品
数
は

一
、
五
六
四
点
。
富
山
県
下
の
全

市
町
村
に
わ
た
る

一般
県
民
か
ら
の
応
募
作
品
の
ほ
か
、

県
外
か
ら
の
応
募
、
富
山
県
写
真
家
協
会
か
ら
の
出
品

等
を
加
え
、
応
募
作
品
の
す
べ
て
を
パ
ネ
ル
に
し
て
展

示
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
「
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
と
や
ま
」
は
、
力
メ
ラ
の
フ

ァ
イ
ン
ダ
ー
を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と
と
や
ま
を
視
覚
的

に
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
県
民
自
身
が
ふ
る
さ
と
の
素

晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
、
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

ろ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
応
募
さ
れ
た
作
品
は
、

自
然
、
子
供
、
祭
リ
、
街
並
み
な
ど
、
テ
ー
マ
も
様
々
、

見
た
ま
ま
、
感
じ
た
ま
ま
の
と
や
ま
が

一
堂
に
集
ま
リ

ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
、
特
別
企
画
と
し
て
、
富
山
県
写

真
家
協
会
に
よ
る
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
撮
影
サ
ー
ビ
ス
も
行

わ
れ
、
人
気
を
呼
び
ま
し
た
。



ヅプ2

県
内
で
活
動
し
て
い
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
グ
ル
ー
プ
の

合
同
演
奏
会
、
富
山
県
県
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
合
同
演
奏

会
が
、
八
月
十
七
日
、
富
山
市
公
会
堂
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
演
奏
会
は
、
本
県
の
音
楽
界
の

一
層
の
活
性
化

と
発
展

・
向
上
を
図
ろ
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

二

部
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
第

一
部
で
は
、
呉
羽
高
校

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
、
富
山
県
青
少
年
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
、
富
山
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
の
そ
れ
ぞ
れ
の
演
奏
が
、
第
二
部
で
は
第

一
部
の
三

楽
団
に
加
え
富
山
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
、

富
山
医
科
薬
科
大
学
管
弦
楽
団
の
五
楽
団
の
選
抜
メ
ン

バ
ー
約
二
百
人
に
よ
る
合
同
演
奏
(
指
揮
山
岡
重
信
)

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

七
月
半
ば
か
ら
呉
羽
高
校
コ
モ
ン
ホ
ー
ル
て
練
習
を
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ス
ト
ラ
が

一
堂
に

民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
合
同
演
奏
会

重
ね
て
き
た
合
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
披
露
し
た
の
は
、

ボ
レ
口
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲
な
ど
の
皆
さ
ん
に
も
お
な

じ
み
の
曲
目
で
す
。

合
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、

「
他
の
楽
団
と
合
同
で
練
習
し
、
演
奏
す
る
と
い
う
の

は
、
気
分
も
新
鮮
に
な
る
レ
、
お
互
い
の
は
げ
み
に
も

な
リ
ま
す
日
そ
し
て
、
「
知
ら
な
い
ど
う
し
が
合
同
て

一

つ
の
曲
を
演
奏
し
、
っ
く
リ
あ
げ
発
表
で
き
る
な
ん
で

す
ご
く
い
い
で
す
ね
U

の
声
も
。
当
日
、
会
場
を
い
っ

ぱ
い
に
埋
め
た
聴
衆
か
ら
は
、
盛
大
な
拍
手
が
お
く
ら

れ
ま
し
た
。
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ヅプ3

ヰ〉

真夏の夕べのひと時、ダイナミックな演奏と女子力ラーガード隊

が活躍する華やかなド リル演奏。神奈川・ 新潟 ・富山・ 石川・ 福井

の五県警音楽隊のステージです。夕方の演奏会に先立ち警察音楽隊

は 「とやま祭リ」のパレードにも出演じまレた。

パ
ソ
コ
ン
、
フ
ァ
ミ
コ

ン
ゲ
ー
ム
の
操
作
は
お
手

の
も
の
の
小
中
学
生
が
チ

ヤ
レ
ン
ヂ
し
て
い
る
の
は
、

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
作
リ
。
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
ゲ
ー
ム
は
ど

の
よ
う
な
方
法
で
作
成
さ

れ
て
い
る
か
、
そ
の
最
も

基
本
的
な
考
え
方
を
、
自

分
た
ち
で
自
分
の
好
み
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
リ
な

が
ら
学
び
ま
し
た
。
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最
高
で
往
復
四

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
大
門
サ
イ
ク
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
圧
川
町

水
記
念
公
園
の
あ
い
だ
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
。
こ
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
も
今
回
て

三
回
目
、
八
月
は
「
道
路
を
ま
も
る
月
間
」
な
の
で
す
が
、
も
う
す
っ
か
り
こ
の

月
間
の
恒
例
行
事
と
い
っ
た
感
じ
て
す
。

試
す

・
触
れ
る

・

見
る
な
ど
の
体
験
学

習
を
通
レ
て
、
原
始
・

古
代
の
人
々
の
苦
労

を
し
の
ぶ
ふ
る
さ
と

考
古
学
教
室
。
室
内

で
の
学
習
の
ほ
か
、

発
火
具
を
使
つ
て
の

火
お
こ
し
や
縄
文
土

器
の
文
様
の
復
元
、

そ
し
て
発
掘
中
の
遺

跡
の
見
学
と
当
時
の

人
々
の
生
活
の

一
端

に
触
れ
ま
し
た
。

5 

近
代
美
術
館
で
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る

「
わ
た
し
た
ち
の
壁

画
展
」
に
出
品
さ
れ

る
作
品
の
制
作
が
始

ま
リ
ま
し
た
。
出
品

校
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
の
も
と
に
、
共
同

制
作
が
す
す
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
壁
画
展

は
、
十
二
月
二
十
日
か

ら
で
す
が
、
そ
の
頃
は
、

き
っ
と
素
晴
ら

し
い

作
品
に
仕
上
が
っ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。



高
齢
化
社
会
と
は
、
六
五
歳
以
上
の
人
口
比
率
が
増
全
国
平
均
を
約
八
年
ほ
ど
上
回
る
べ

l
ス
で
高
齢
化
が

大
す
る
社
会
の
こ
と
で
す
が
、
国
連
で
は
六
五
歳
以
上
進
ん
で
い
る
と
い
え
ま
す
。

人
口
が
全
人
口
の
七
%
以
上
の
状
態
を
高
齢
化
と
規
定
こ
の
よ
う
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
名
実
と
も
に
人

し
て
い
ま
す
。

生
八
O
年
時
代
を
迎
え
た
現
在
、
老
人
福
祉
は
、
世
代

さ
て
、
富
山
県
の
高
齢
化
の
状
況
を
み
る
と
、
昭
和
を
超
え
て
県
民
す
べ
て
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

六
O
年
国
勢
調
査
で
は
、
総
人
口

一
、
一一

八、

三
六

九

題

で

す

。
年
金
の
給
付
や
個
人
の
負
担
、
就
業
機
会
や

人
の
う
ち
六
五
歳
以
上
の
老
年
人
口
は

一
四
三
、
六
四
六
定
年
後
の
雇
用
、
健
康

・
医
療

・
介
護
、
生
き
が
い
な

人
、
老
年
人
口
比
率
は

二

了
八
%
を
占
め
五
年
前
よ
ど
各
種
の
問
題
が
職
場
や
家
庭
、

地
域
社
会
で
取
リ
ざ

六
%
上
昇
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
老
年
た
さ
吊
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

率
(
一
0
・
二
%
)
よ
り
も
二

・
六
%
も
高
く
、

h

v
'
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h
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グ
自
分
4

を
活
か
し
て
ま
す
ま
す
元
気
グ

画
圏
敬
老
の
日
・
老
人
福
祉
週
間

今
年
の
テ

l
マ

豊
か
な
生
き
が
い
の
あ
る
福
祉
社
会
を
築
く
た
め
、
次

の
強
調
テ
ー
マ
の
も
と
で
、
各
地
で
様
々
な
運
動
が
展

開
さ
れ
ま
す
。

一
こ
ん
に
ち
の
高
齢
化
時
代
の
特
徴
を
理
解
し
、
老

人
福
祉
問
題
を
み
ん
な
の
課
題
と
し
て
考
え
よ
う
。

二
高
齢
者
の
健
康
増
進
と
社
会
参
加
活
動
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
で
、
今
年
の

「
敬
老
の
日
・

老
人
福
祉
週
間
(
九
月

一
五
日

1
一二

日
)
」
は
、

『豊
か

な
老
後
を
み
ん
な
の
力
て
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
掲
げ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
が
連
帯
し
、
将
来
の

。

長
井
鶴
松
さ
ん
。
流
杉
の
老
人
ホ
ー
ム
九
重
荘
で
点

訳
奉
仕
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
「
入
所
当
時
こ
こ
で
点
訳

を
や
っ
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
が
い
ま
じ
て
、
私
も
で
き

な
い
こ
と
は
な
い
、
と
始
め
て
み
た
の
で
す
U

六
か
月

み
ん
な
で
考
え
、
促
進
さ
せ
よ
う
。

三
高
齢
者
福
祉
推
進
の
要
と
し
て
の
家
庭
・
社
会
の

役
割
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
よ
う
。

四
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
人
々
へ
の
援
助
体
制
・
条
件

整
備
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
よ
う
。

生
き
が
い
と
社
会
参
加

温
か
い
心
の
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
長
寿
社
会
を
築
い
て

い
く
た
め
、
県
で
も
積
極
的
な
各
種
の
施
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。
在
宅
福
祉
の
充
実
や
施
設
整
備
を
図
る
一方、

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
事
業
も

積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
。
生
き
が
い
。
と

い
う
点
て
は
、
究
極
的
に
は
そ
の
人
そ
の
人
の
心
の
問

題
て
あ
リ
、
い
か
に
施
設
が
つ
く
ら
れ
、
施
策
が
講
じ

ら
れ
で
も
、
心
の
な
い
ま
ま
、
た
だ
義
務
感
と
権
利
意

識
が
す
れ
違
っ
て
い
た
の
で
は
意
味
が
あ
リ
ま
せ
ん
。

昨
年
度
、
実
施
し
た
県
政
世
論
調
査
で
は
、
高
齢
化

社
会
の
問
題
点
と
レ
て
「
就
業
機
会
や
定
年
後
な
ど
の

雇
用
」
、
「
老
人
の
生
き
が
い
」
を
あ
げ
る
人
が
そ
れ
ぞ

れ
三

O
%
を
超
え
、
老
後
の
生
き
が
い
・
楽
し
み
と
し

て
、
「
趣
味

・
娯
楽
・
け
い
こ
ご
と

・
運
動

・
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
へ
「
友
人
・
知
人
と
の
つ
き
あ
い
」
な
ど
を
あ
げ

る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
「
仕
事
」
と
答
え
る
人
も
て
九
・
四
%
と
多
く

ま
た
「
町
内
会
・
自
治
会
な
ど
の
地
域
活
動
¥
「
地
域

の
清
掃
や

一
人
ぐ
ら
し
老
人
・
ね
た
き
リ
老
人
等
へ
の

訪
問
な
ど
社
会
奉
仕
活
動
」
の
地
域
社
会
活
動
を
あ
げ

る
人
も
決
し
て
少
な
く
あ
リ
ま
せ
ん
。

そ
レ
て
、
実
際
に
様
々
な
高
齢
者
の
戸
々
が
様
々
な

分
野
の
第

一
線
て
活
躍
し
、
長
年
培
っ
て
き
た
貴
重
な

経
験
や
知
識
を
社
会
に
役
立
た
せ
て
い
ま
す
。
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の
通
信
教
育
を
終
え
、
昭
和
五
六
年
、
富
山
赤
十
字
点

訳
奉
仕
団
団
員
と
な
リ
ま
し
た
。

以
来
、
赤
十
字
か
ら
指
定
さ
れ
た
本
語
ナ
冊
あ
ま
リ

点
訳
し
、
約
三
十
巻
の
点
字
本
に
し
ま
し
た
。

文
字
を
小
さ
な
穴
に
換
え
る
と
い
う
細
か
い
作
業
の

た
め
、

一
日
に
で
き
る
の
は
三
l
四
時
間
。
一

行
仕
上

げ
て
は
照
合
し
、
点
字
本

一
巻
を
仕
上
げ
る
に
は

一
か

月
半
か
か
リ
ま
す
。

「
も
ち
ろ
ん
、
退
屈
し
の
ぎ
と
い
う
こ
と
も
あ
リ
ま

す
。
し
か
し
、
何
よ
リ
も
、
人
の
役
に
立
ち
、
人
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
。
自
分
の
趣
味
だ

け
に
生
き
て
い
た
ら
、
こ
ん
な
に
生
き
が
い
を
感
じ
た

で
し
ょ
う
か
U

「
下
調
べ
も
必
要
で
す
し
、
打
ち
間
違
え
る
と
、
初

め
か
ら
や
リ
直
レ
で
す
。
夏
は
汗
の
た
め
に
用
紙
が
汚

れ
て
や
リ
づ
ら
い
で
す
U

と
て
も
根
気
の
い
る
作
業
で

す
。
そ
の
労
苦
を
賛
え
て
昭
和
五
七
年
以
来
、
毎
年
善

意
銀
行
か
ら
親
切
・
善
行
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
井
さ
ん
は
、
明
治
三
九
年
生
ま
れ
。
ず
っ
と
木
材

関
係
の
事
業
を
な
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
満
州
に
も
八
年

間
暮
ら
し
、
着
の
み
着
の
ま
ま
で
引
揚
げ
て
き
ま
し
た
。

「
若
い
頃
は
、
点
訳
奉
仕
な
ど
思
い
も
よ
リ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
年
を
と
っ
て
心
に
余
裕
が
で
き
た
の
で
し
ょ

、っU
「
ボ
ケ
る
ま
で
続
け
た
い
で
す
己
点
訳
て
頭
を
使
う

の
で
ボ
ケ
と
は
無
縁
に
思
え
ま
す
が
:
:
:
。
細
か
い
作

業
の
割
に
は
肩
も
凝
ら
な
い
そ
う
で
、
八
十
歳
の
長
井

さ
ん
は
、
と
て
も
健
康
で
す
。
そ
し
て
、
と
て
も
生
き

生
き
し
て
い
ま
す
。

ベ
コ
ニ
ヤ
の
針
植
え
が
並
ん
だ
部
屋
で
、
た
だ
今
桂

小
南

『落
語
案
内
』
に
取
リ
組
ん
で
い
ま
す
。

7 



圏直敬老の日・老人福祉週間

台
車
の
音
、
ト
ラ
ッ
ク
の
音
、
セ
リ
の
威
勢
の
よ
い

声
が
響
き
渡
リ
ま
す
。

ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
、
野
菜
を
い

っ
ぱ
い
に
積
ん
だ
台
車

を
押
し
て
ゆ
く
小
柄
な
お
じ
い
さ
ん
。
松
森
作
次
郎
さ

ん
(
六
九
歳
)
は
、
毎
朝
六
時
か
ら
富
山
市
中
央
卸
売

市
場
の
中
卸
庖
で
働
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

ず
っ
と
農
業
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
田
ん
ぼ
の
減

少
と
機
械
化
の
た
め
暇
に
な
り
、
高
齢
者
能
力
開
発
情

報
セ
ン
タ
ー
で
紹
介
さ
れ
て
こ
こ
へ
来
た
そ
う
で
す
。

「
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
や
し
、
働
い
と
れ
ば
健
康

の
た
め
に
も
い
い
で
す
よ
。
体
?
た
ま
に
風
邪
を
ひ
く

ぐ
ら
い
で
悪
い
所
は
な
い
ち
ゃ
。
朝
は
五
時
に
起
き
て
、

自
転
車
で
十
五
分
。
野
菜
を
お
客
さ
ん
(
小
売
庖
)

の
ト
ラ
ッ
ク
ま
で
運
ぶ
の
が
主
な
仕
事
や
ね
。

昼
一ま
て
に
は
終
わ
る
か
ら
、
あ
と
は
家
て

ブ
ラ
ブ
ラ
レ
と
る
わ
。
こ
こ
で骨

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
教
養
講
座
、
高
齢
者
教
室
(
年

十
回
位
)
、
敬
老
会
、

宮
の
清
掃
、
旅
行
:
:
:
呉
羽
山
の

麓
の
茶
屋
町
老
人
ク
ラ
ブ
は
非
常
に
活
発
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
旅
行
は

一
日
清
遊
・
保
養
旅
行
な
ど
と
称

し
て
五
箇
山
な
ど
ヘ
年
三
回
。
他
に
現
地
視
察
と
い
う

勉
強
会
も
あ
リ
、
県
外
ヘ
行
き
ま
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
聞
く
と
年
寄
の
ゲ
ー
ム
と
い
う
感

じ
が
し
ま
す
が
、
茶
屋
町
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
少
年
・
中

年

・
老
人
と
三
世
代
が

一
緒
に
な
っ
て
や
リ
ま
す
。
昨

年
は
呉
羽
校
下
で
優
勝
し
た
そ
う
で
す
。
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
は
皆
と
話
を
し
な
が
ら
で
き
て
楽
し
い
よ
。
つ
い
つ

い
勝
つ
こ
と
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
楽
し
く
や

る
こ
と
が

一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
他
の
地
区
へ
の

遠
征
な
ど
は
面
白
い
で
す
よ
U

専
用
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
の
手
入
れ
も
行
き
届
い
て
い
ま
す
。

歩
き
巨
づ
と
る
か
ら
特
に
運
動
す
る
必
要
も
な
い
し
。

こ
こ
は
、
屋
内
ゃ
か
ら
外
よ
リ
は
涼
し
い
し
、
雨
に
濡

れ
る
心
配
は
な
い
し
、
働
き
や
す
い
よ
。
周
リ
は
い
い

人
ば

っ
か
り
や
し
、
気
軽
に
や
っ
と
る
わ
U

と
大
変
気

に
入
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

庖
の
社
長
は
「
今
、
う
ち
に
は
高
齢
者
の
方
が
三
人

い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
若
い
者
以
上
に
頑
健
で
、
根
性
が

こ
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
四
年
前
か
ら
子
供
達
を
集
め

て
草
軽
作
リ
、
な
わ
ぬ
い
、
竹
馬
や
竹
ス
キ
ー
、
竹
ト

ン
ボ
な
ど
の
竹
細
工
を
教
え
て
い
ま
す
。
「子
供
は
大
喜

び
で
す
よ
。特
に
竹
馬
は
み
ん
な
作
リ
た
が
リ
ま
す
ね
U

昨
年
は
呉
羽
山
付
近
の
史
跡
巡
リ
を
や
リ
、

二
百
名

以
上
の
親
子
の
参
加
が
あ

っ
た
そ
う
で
す
。
世
代
交
流

も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

「
う
ち
は
行
事
が
い

っ
ぱ
い
あ
る
よ
。
ど
こ
も
老
人

ク
ラ
ブ
の
マ
ネ
は
で
き
ん
や
ろ
う
。
年
寄
は
金
と
暇
が

あ
る
か
ら
U

と
会
長
の
長
越
禰
之
助
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
が
、
皆
さ
ん
な
か
な
か
忙
し

い
よ
う
て
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
方

が
多
く
、
月
に
七
l
十

日
間
庭
木
の
努
定

な
ど
に
出
か

け
る
そ

あ
リ
ま
す
。
ま
じ
め
な
の
で
若
い
者
の
模
範
に
な
り
、

い
い
刺
激
を
与
え
て
く
れ
ま
す
よ
。
お
客
さ
ん
や
周
リ

に
対
す
る
気
配
リ
は
年
を
取
っ
た
人
な
ら
で
は
で
す
。

年
輪
の
差
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
。
体
を
悪
く
し
て
休
ん

だ
こ
と
は
あ
リ
ま
せ
ん
が
、
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
体

を
大
切
に
レ
て
長
く
続
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
U

と

大
変
ほ
め
て
い
ま
す
。

松
森
さ
ん
は
、
と
て
も
力
持
ち
。
入
善
ジ
ャ
ン
ボ
ズ

イ
力
を
両
手
に
軽
々
と
下
げ
、
元
気
よ
く
働
い
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

-..・、
4・飾品・・・....-
曲'-~-""
事瓦:--~

8 

う
で
す
。
他
に
家
庭
菜
園
や
田
ん
ぼ
、
講
習
会
な
ど
「や

る
こ
と
が
あ
リ
過
ぎ
る
く
ら
い
や
ち
ゃ
U

「
お
か
げ
て

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
メ
ン
バ
ー
が
足
リ
な
く
な
っ
て
:
・
」

老
人
ク
ラ
ブ
の
行
事
へ
の
参
加
も
ま
ま
な
ら
な
い
よ
う

で
、
百
名
余
リ
の
会
員
の
う
ち
出
て
来
れ
る
の
は
半
分

く
ら
い
と
か
。
今
日
も
五
十
名
ほ
ど
が
宮
の
清
掃
を
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
き
れ
い
に
な
づ
た
境
内
で
差
し
入

れ
の
酒
を

一
杯
。
「
こ
れ
が
楽
し
み
な
が
だ
ち
ゃ
U

賑
や

か
な
談
笑
が
あ
ち
こ
ち
で
始
ま
リ
ま
し
た
。

人
生
八
十
年
の
今
日
、
高
齢
者
に
は
か
つ
て
の
よ
う

な
「
隠
居
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
ふ
さ
わ
し
く
あ
リ
ま
せ
ん
。

八
割
の
方
は
健
康
で
、
日
常
生
活
に
は
不
都
合
を
感
じ

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
老
人
ク
ラ
ブ

を
筆
頭
に
婦
人
会
や
町
内
会
、
趣
味
の
会
な
ど
の
社
会

参
加
を
な
さ
っ
て
お
リ
、
七
割
の
方
は
何
ら
か
の
趣
味

を
持
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
年
を
取
る
に
つ
れ
、
体
は
老
化
し
行
動

は
思
う
よ
う
に
い
か
な
く
な
リ
ま
す
が
、
寝
た
き
リ
の

人
は
全
体
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
満
た
な
い
の
で
す
。

八
五
歳
を
越
え
て
も
な
お
健
康
と
い
う
方
も
大

勢
お
ら
れ
ま
す
。
心
と
体
の
持
ち
ょ
う

が
豊
か
な
老
後
の

一
つ
の

鍵
で
し
ょ
う
。

9 



圏直敬老の日・老人福祉週間

間
本
県
の
老
年
人
口
比
率

(総
人
口
に
占
め
る
六
五

歳
以
上
人
口
の
比
率
)
は
、
昭
和
五
五
年
国
勢
調
査
で

は
一
一
・
二
%
と
全
国
平
均

(
九
・
一
%
)
を
上
回
っ

て
お
り
、
六
五
年
に
は
一
四
・
五
%
(
全
国
平
均
一

一
・

六
%
で
さ
ら
に
、
八
五
年
に
は
ニ
ニ
・
四
%
(全
国
平

均
一
八
・
八
%
)
に
も
達
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
高
齢
化
社
会
の
進
行
に
よ
り
、
今
後
ど
の

よ
う
な
二
と
が
問
題
に
な

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
か
。

次
の
中
か
ら
三
つ
以
内
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
(
M
A
)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 (%) 

趣味 ・娯楽 ・けいこごと .運r:長υ凶以.ぺ小江ω;ン己刀ο;ン川.
動 .スポ一ツなど ! 
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仕 事i...._-三三;:22;;2213i1Jf1:129.4
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地域の清掃や l人寸らしの老亡ごご
人 ・ ねたきり老人等への訪問~...三:::17.0
など社会奉仕活動
そ の

問

あ

な

た

は

、
何
歳
ぐ
ら

い
ま
で
働
い
て
い
た
い
と

思
い
ま
す
か
。
家
事
の
こ
と
も
含
め
て
お
答
え
く
だ
さ

E
』

(N =947) 
(NA 0.2) 

(N =947) 

(NA 0.1) 

(%) 

老後の生きがい・楽しみ

(%) 50 

(N =947) 

(NA 0.1) 

10 

高齢化社会の問題点

な

何歳ぐらいまで働きたいか

(資料:昭和60年県政世論調査)

の負担.

世代聞の考え方の相違

地域社会での助けあい・結び
つき
老人あるいは老人のいる世帯
のための住宅

生産性や活力の低下

他

医療

人間関係

就業機会や定年後などの雇用

問題になることはない

老人のための福祉サービス

lっ

カ1

な

力、

き

の健!業

九

生

の

Lコ

わ

家庭での

の

人

カ‘

人

老人

問
あ
な
た
は
、
老
後
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

生
き
が
い
や
楽
し
み
を
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
次

の
中
か
ら
三
つ
以
内
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
(
M
A
)

若

老

わ

そ

富
山
県
が
め
ざ
す

「文
化
の
県
づ
く
リ
」
の
核
の

と
つ
と
し
て
、
高
岡
に
新
し
い
文
化
ゾ
ー
ン
が
誕
生
し

ま
す
。
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
及
び
そ
の
周
辺
地
域

(
高
岡
市
中
川
園
町

・
旧
富
山
大
学
工
学
部
グ
ラ
ン
ド

跡
地
)
が
そ
れ
で
す
。

文
化
ホ
ー
ル
は
、

二
十

一
世
紀
を
指
向
し
、
県
西
部

に
お
け
る
県
民
の
文
化
意
識
の
高
揚
と
県
民
参
加
の
文

化
活
動
の
振
興
を
目
的
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

そ
の
名
の
と
お
リ
、
大

・
小
二
つ
の
ホ
ー
ル
の
ほ
か
ス

タ
ジ
オ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
練
習
室
、
和
室
、
会
議
室
な

ど
県
民
の
皆
さ
ん
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
可
能
な
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
化
ホ
ー
ル
の
周
辺
は
、
高
岡
市
の
シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
構
想
の

一
環
と
レ
て
文
化
の
殿
堂
に
ふ
さ

わ
レ
く
高
陵
緑
地
の
整
備
や
前
面
道
路
の
整
備
な
ど
が

逐
次
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

E
l
i
v
 
--，， 

叩
月
1
目
、
オ
ー
ブ
ン
県
西
部
の
文
化
の
殿
堂

|

11 

-
開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト

叩
月
1
日

堀
正
文
(
バ
イ
オ
リ
ン
)
と
清
水
和
音
(
ピ

ア
ノ
)
に
よ
る
デ
ユ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

叩
月
3
日

劇
団
ス
コ
ッ
ト
に
よ
る
「
卜
口
イ
ヤ
の
女
」

鈴
木
忠
志
、
高
橋
治
、
勅
使
河
原
宏
に
よ
る

座
談
会
「
地
域
の
文
化
を
語
る
」

問
月
1
日
1
5
日

高
岡
工
芸
高
校
所
蔵
展

叩
月
山
田

文
芸
座
に
よ
る

「イ
ワ
ン
の
馬
鹿
」

叩
月
お
日

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ

キ
ア
が
誇
る
ス
メ
タ
ナ
弦
楽

四
重
奏
団
演
奏
会

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
l
ル
開
館
準
備
室

干
9
3
3
高
岡
市
中
川
園
町
日
ー
-

g

(
0
7
6
6
)
2
5
1
4
1
4
1
 

V
問
合
せ

ス
タ
ジ
オ



宇
奈
月
一
棒
平
を
つ
な
ぐ
黒
部
峡
谷
鉄
道
沿
い
は
、
富
山
県
内
で
も
屈
指
の
温
泉
地
帯
、
黒
薙
、
鐘
釣
、
名
剣
、
祖
母
谷
と
露
天
風
呂
が
続
い
て
い
る
。

目
下
の
秘
湯
ブ
ー
ム
、
露
天
風
目
ブ
ー
ム
と
相
ま
っ
て
訪
れ
る
人
も
多
く
な
っ
た
。



|富山県の住宅施策 | 

先
頃
、
昭
和
六
十
年
国
勢
調
査
の
第
一
次
基
本
集
計

の
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
本
県

は
持
家
率
八
四
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
(
全
国
六
一
・
五
パ

ー
セ
ン
ト
)
、
一
世
帯
当
り
居
住
室
数
六
・
五
九
(
全
国

四
・
七
四
)
、
一
世
帯
当
り
畳
数
回
七
・
二
畳
(
全
国
二

九
・
八
)
と
い
ず
れ
も
前
回
調
査
に
引
き
続
き
全
国
第

一
位
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
こ
の
高
水
準
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
高

度
化
・
多
様
化
し
て
い
る
住
宅
に
対
す
る
こ
l

ズ
に
応

え
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
、
地
域
の
気
候
、

風
土
、
伝
統
等
に
根
、ざ
し
た
住
宅
建
設
、
快
適
な
住
環

境
の
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

以
下
、
県
の
行
っ
て
い
る
住
宅
関
連
施
策
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

土
合
同
地
(
大
門
町
)
、
中
名
団
地
(
婦
中
町
)

和
合
団
地
(
上
市
町
)
、
木
舟
団
地
(
福
岡
町
)

中
桜
町
団
地
(
朝
日
町
)

県
ま
た
は
、
住
宅
供
給
公
社
が
造
成
し
た
住
宅
団
地

の
宅
地
を
購
入
す
る
方
に
対
す
る
低
利
の
資
金
融
資
で

す
。

{
富
山
県
優
良
宅
地
取
得
資
金
融
資
】

{
県
営
住
宅
の
入
居
】

十
分
な
住
宅
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
安
い

家
賃
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
県
営
住

宅
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

-
場
所
富
山
市
内
(
十
七
力
所
)
、
高
岡
市
内
(
四
力
所
)

新
湊
市
内
(
四
力
所
)
、
小
杉
町
(
太
閤
山
)

-
申
込
資
格

①
県
内
に
住
所
ま
た
は
、
勤
務
場
所
を
有
す
る
こ
と

②
現
に
同
居
し
ま
た
は
、
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
の

あ
る
こ
と

③
収
入
が
入
居
資
格
収
入
基
準
内
で
あ
る
こ
と

{
太
閤
山
住
宅
の
宅
地
}

県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド
に
隣
接
レ
、
公
園
や
緑
地

ス
ペ
ー
ス
が
多
い
快
適
な
環
境
で
す
。

一
区
画
平
均
三
百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
リ
、
ゆ
と

リ
あ
る
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
リ
を
お
求
め
の
方
に
は
最
適

で
す
。

-
宅
地
価
格
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四
万
五
千
三
百
円
/
平
方
メ
ー
ト
ル

{
富
山
県
特
別
分
譲
住
宅
制
度
}

富
山
県
住
宅
供
給
公
社
の
分
譲
住
宅
て
、
雪
に
強
い

住
宅
仕
様
の
も
の
を
購
入
す
る
場
合
等
に
適
用
さ
れ
る

制
度
で
す
。

-
特
典

①
住
宅
金
融
公
庫
の
割
増
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
当
初
の
五
年
問
、
公
庫
の
融
資
残
高
に
年
二
%
の
率

を
乗
じ
て
得
た
額
を
、
県
が
利
子
補
給
し
ま
す
。

-
募
集
団
地

月
岡
団
地
(
富
山
市
)
、
中
田
団
地
(
高
岡
市
)

-
償

還

期

間

/
二
十
年
以
内

-
融
資
利

率
/
年
五

・
七
五
パ
ー
セ
ン
ト

・
融
資
対
象
団
地

月
間
団
地
(
富
山
市
)
、
中
名
団
地
(
婦
中
町
)

荒
木
団
地
(
福
光
町
)
、
太
閤
山
団
地
(
小
杉
町
)

中
田
団
地
(
高
岡
市
)
、
土
合
団
地
(
大
門
町
)

木
舟
団
地
(
福
岡
町
)
、
和
合
団
地
(
上
市
町
)

中
桜
町
団
地
(
朝
日
町
)

{
富
山
県
住
み
よ
い
家
づ
く
り
資
金
}

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
融
資
を
受
け
て
住
宅
を
建
築
購

入
、
改
良
さ
れ
る
方
に
対
し
て
低
利
の
資
金
を
融
資
し

て
家
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

融
資
を
受
け
ら
れ
る
住
宅
は
、
老
人
同
居
、
多
家
族

同
居
、
心
身
障
害
者
同
居
な
ど
の
住
宅
で
す
。

-
融
資
限
度
額
/
新
築

三
百
二
十
万
円

/
改
良

二
百
万
円

・
償

還

期

間

/
新
築

二
十
年
以
内

/
改
良
十
年
以
内

・
融

資

利

率

/
年
五
・七
五
パ
ー
セ
ン
ト

15 

{
地
域
木
造
住
宅
の
割
増
融
資
}

住
み
よ
い
家
づ
く
リ
資
金
融
資
制
度
の
中
で
「
耐
雪

住
宅
」
と
「
断
熱
構
造
化
住
宅
」
の
両
方
の
基
準
を
満

た
す
も
の
が
該
当
し
ま
す
。

-
割
増
融
資
限
度
額
/
二
百
万
円

問
い
合
わ
せ
先

l
i
-
-
県
営
住
宅
の
入
慮
、
ま
た
、
資
金
融
資
関
連
に
つ
い
て
は
、
富
山
県
住
宅
供
給
公
社

(O
七
六
四
・

一一一二

・
五

一一一二

)
、
県
庁
建
築
住
宅
課

・
大
関
山
住
宅
団
地
の
宅
地
分
譲
に
つ
い
て
は
、
太
関
山
住
宅
問
地
建
設
事
務
所

(
O七
六
六

・
五
六

・
O
二
一
一
二
、
県
庁
建
築
住
宅
課
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、可

八
尾
町
の
山
深
く
。
こ
こ
に
二
十

一

世
紀
を
担
う
青
少
年
が
集
い
、
明
日
へ

の
希
望
と
や
す
ら
ぎ
を
求
め
、
森
林
を

通
じ
て
心
の
触
れ
合
い
を
広
め
る
場
二

十

一
世
紀
の
森
が
あ
リ
ま
す
。
緑
豊
か

な
自
然
と
、
き
れ
い
な
空
気
の
中
で
、

森
林
を
観
察
し
、
森
林
と
遊
び
、
森
林

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
レ
ポ
ー
タ
ー
を
務
め
て
く
だ
さ

っ
た
の
は
宮
本
恵
美
子
さ
ん
で
す
。

二
+
一
世
紀
の
森

場

所

八

尾

町

杉

ヶ

平

2
0
7
6
4
側
1
4
4
7

引
世
紀
の
森

最
初
は
、
森
林
学
習
展
示
館
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
は
富
山
県
の
森
林
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
森
林
と

私
た
ち
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
に

設
け
ら
れ
た
と
か
。
展
示
館
の
中
に
は
、
入
善
町
て
発

見
さ
れ
た
埋
没
林
や
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
郷
土
の
主
な

樹
が
十
数
点
展
示
し
て
あ
リ
ま
し
た
。

勉
強
に
な

っ
た
の
は
、
北
陸
の
雪
に
よ
っ
て
大
き
な

樹
も
根
元
が
曲
が

っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
そ
の
分
だ

け
、
木
が
ム
ダ
に
な
る
、
こ
れ
は
根
元
曲
が
リ
の
木
と

名
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
て
す
。
ま
た
、
樹
木
が
伐
採

さ
れ
住
宅
に
な
る
ま
で
の
過
程
も
わ
か
リ
や
す
く
説
明

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
木
の
成
長
や
営
林
の
過

程
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
も
あ
リ
ま
す
。

お
っ
と
、
展
示
館
の
中
も
い
い
け
れ
ど
外
は
太
陽
が

ギ
ン
ギ
ン
、
ち
ょ
っ
と
そ
の
辺
を
歩
い
て
み
よ
う
/
す

ぐ
そ
こ
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
児
童

ク
ラ
ブ
、
そ
れ
に
学
校
の
野
外
学
習
に
は
最
適
。
炊
飯

施
設
や
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
|
場
な
ど
が
整
備
さ
れ
、

一
時
に
三
百
人
が
キ
ャ
ン
プ
て
き
、
テ
ン
ト
も
四
十
六

組
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
度
、
キ
ャ
ン
プ
に
来
て
み

た
い
な
あ
/
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次
に
行

っ
た
の
は
、
官
険
の

森
、
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
施
設
が
あ
リ
ま
す
。
ぱ
っ

と
見
た
感
じ
簡
単
そ
う
に
見
え

て
実
は
な
か
な
か
む
つ
か
し
い

も
の
が
あ
リ
ま
し
た
。
丸
太
て

作
つ
で
あ
る
木
製
遊
具
は
体
を

き
た
え
る
の
に
よ
い
の
で
は
。

あ
せ
を
流
し
な
が
ら
歩
い
て
い
く
と
、
時
期
的
に
は

ま
だ
早
い
ん
だ
け
ど
、
な
め
こ
・
し
い
た
け
が
栽
培
し

て
あ
リ
ま
す
。
き
の
こ
の
森
で
す
。
秋
に
は
さ
の
こ
が

楽
し
め
そ
う
。

な
ん
だ
か
、
水
の
流
れ
る
音
。
水
の
音
っ
て
気
分
的

に
も
涼
し
い
感
じ
が
す
る
。

ワ
ツ
/
イ
ワ
ナ
だ
ァ
。
た
く

さ
ん
の
イ
ワ
ナ
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
泳
い
て
る
、
養

魚
の
森
で
し
た
。

も
う
少
し
足
を
の
ば
し
て
、
白
木
峰
に
登
っ
て
み
る

こ
と
に
。
短
い
緑
の
草
が
ど
こ
ま
で
も
続
い
て
い
て
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
黄
色
い
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
、
ア
キ
ノ

キ
リ
ン
ソ
ウ
の
花
が
咲
い
て
い
る
、
耳
を
す
ま
す
と
鳥

の
声
、
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
、
ビ
ビ
ビ
ビ
ピ

。
鳥
達
は
何
を

言
っ

て
い
る
の
か
な
、
山
の
上
は
下
よ
リ
も
涼
し
い
し
、

自
然

っ
て
い
い
な

ァ
と
思
い
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
緑
が

少
な
く
な

っ
て
い
く
け
ど
緑
を
こ
れ
以
上
ヘ
ら
し
た
く

な
い
で
す
ね
。

み
な
さ
ん
も
、
き
れ
い
な
空
気
や

緑
に
か
こ
ま
れ
て
過
し
て
み
て
は
い

力
力
力
な
。

レ
ポ
ー
タ
ー
宮
本
恵
美
子

女
レ
ポ
ー
タ
ー
募
集

「
レ
ポ
ー
タ
ー
が
や
り
た
い
、
」

「
県
政
の
あ
ん
な
所
こ
ん
な
所
が

見
て
み
た
い
、
」
、
こ
の
よ
う
な
方

は
、
県
庁
広
報
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(8
0
7
6
4
例
4
1
1
1
)

17 



子
に
贈
る
大
き
な
財
産
下
水
道

9
月
刊
日
は
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
で
す

〈〉
下
水
道
整
備
は
県
民
の
願

い

近
年
、
都
市
部
の
み
な
ら
ず
農
山
漁
村
部
に
お
い
て

も
、
下
水
整
備
に
対
す
る
要
望
は
非
常
に
強
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
県
が
実
施
し
て
い
る
「
県
政
世
論
調
査
」

で
も
、
県
政
へ
の
要
望
の
な
か
で
、
下
水
道
整
備
は
毎

年
そ
の
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

〈〉
富
山
県
に
お
け
る
取
り
組
み

本
県
で
は
、
流
域
下
水
道
を
は
じ
め
と
す
る
下
水
道

整
備
を
県
政
の
最
重
点
施
策
の

一
つ
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

高
岡
市
及
び
砺
波
地
方
の
四
市
七
町

一
村
を
対
象
と

す
る
小
矢
部
川
流
域
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
昭
和

五
十
六
年
度
か
ら
着
手
し
て
お
リ
、
こ
の
事
業
に
よ
っ

て
、
県
の
全
人
口
の
約
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る

三
十
二
万
八
千
人
の
方
々
が
下
水
道
を
利
用
で
き
る
こ

と
に
な
リ
ま
す
。

当
流
域
下
水
道
の
二
上
浄
化
セ
ン
タ
ー
及
び
幹
線
管

き
ょ
に
つ
い
て
は
、
国
の
予
算
獲
得
に
努
め
な
が
ら
建

設
工
事
を
進
め
て
お
リ
、
昭
和
六
十
二
年
度
末
に
は
そ

の

一
部
を
供
用
開
始
す
る
予
定
で
す
。

〈〉
市
町
村
の
現
況

県
内
の
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
富
山

・
高
岡

・
新
湊

及
び
氷
見
の
四
市
と
小
杉
町
で
既
に
公
共
下
水
道
を
供

用
し
て
き
ま
し
た
が
、
新
た
に
六
十

一
年
度
か
ら
は
、

宇
奈
月
町
が
七
月
に
供
用
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
リ
、

大
山
町
も
六
十

一
年
度
末
に
は
供
用
開
始
と
な
る
予
定

で
す
。

さ
ら
に
、
県
内
の
九
市
八
町

一
村
で
も
公
共
下
水
道

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
リ
、
大
半
の
市
町
村
が
下
水

道
事
業
に
着
手
し
て
い
る
こ
と
に
な
リ
ま
す
。

本
県
の
下
水
道
の
総
人
口
普
及
率
は
、
六
十
年
度
末

現
在
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
て
あ
リ
、
全
国
平
均
の
三
十
六

パ
ー
セ
ン
ト
に
比
べ
て
か
な
リ
低
い
水
準
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
と
も
下
水
道
の
整
備
を
強
力
に
促
進
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

〈〉
下
水
道
の
役
割

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
や
生
産
活
動
に
伴
っ
て

生
ず
る
汚
水
を
す
み
や
か
に
排
除
し
て
、
環
境
を
改
善

し
ま
す
。

ま
た
、
汚
水
が
処
理
さ
れ
な
い
ま
ま
河
川
や
海
な
ど

に
流
入
す
る
と
水
質
の
汚
濁
が
進
行
し
ま
す
が
、
下
水

道
が
整
備
さ
れ
る
と
汚
水
は
き
れ
い
な
水
に
処
理
さ
れ

て
河
川
や
海
な
ど
に
流
入
す
る
こ
と
に
な
リ
、
自
然
環

境
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈〉
豊
か
な
自
然
を
守
る
下
水
道

本
県
は
、
清
ら
か
で
豊
か
な
水
の
宝
庫
で
す
。
こ
の

豊
か
な
水
と
美
し
い
自
然
を
守
リ
次
の
世
代
に
引
き
継

ぐ
こ
と
は
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
責
務
で
す
。
快

適
な
生
活
環
境
を
維
持
す
る
た
め
に
、
下
水
道
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
財
産
で
す
。

下
水
道
の
普
及
促
進
に
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
深
い
御

理
解
と
積
極
的
な
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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存知

で
す
か

取
手先
を
/ 

一
、
軽
油
引
取
税
と
は

軽
油
引
取
税
は
、
パ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
デ
ィ
ー
ゼ

ル
車
の
燃
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
軽
油
に
か
か
る
税
金

で
す
。

県
民
の
皆
さ
ん
が
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
購
入
さ

れ
る
軽
油
の
代
金
の
な
か
に
は

一
リ
ッ

ト
ル
当
た
リ
二

十
四
円
三
十
銭
の
軽
油
引
取
税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

二
、
軽
油
引
取
税
の
つ
か
い
み
ち

自
動
車
台
数
の
増
加
に
つ
れ
道
路
の
損
傷
が
激
し
く

な
リ
、
そ
の
補
修
な
ど
に
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
リ

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
道
路
を
利
用
す
る
方
々
に
そ
の
費

用
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
趣
旨
で
設
け
ら
れ
た
目
的
税

が
軽
油
引
取
税
で
す
。

従
っ
て
、
県
ヘ
納
め
ら
れ
た
こ
の
税
金
は
、
す
べ
て

県
内
の
道
路
整
備
や
橋
リ
ょ
う
の
建
設
な
ど
の
財
源
と

し
て
使
わ
れ
て
お
リ
ま
す
。
県
内
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
て
購
入
さ
れ
る
軽
油
の
数
量
が
増
え
れ
ば
道
路
整
備

の
財
源
が
増
え
県
内
の
道
路
が

一
層
整
備
さ
れ
る
こ
と

に
な
リ
ま
す
。

三
、
軽
油
引
取
税
が
か
か
ら
な
い
場
合

こ
の
よ
う
に
軽
油
引
取
税
は
、
道
路
の
費
用
に
充
て

る
趣
旨
て
設
け
ら
れ
た
税
金
で
す
の
で
、
道
路
の
使
用

と
は
直
接
関
係
の
な
い
農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
や
漁
船
の

燃
料
な
ど
特
定
の
用
途
に
使
わ
れ
る
軽
油
に
つ
い
て
は
、

税
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

免
税
の
軽
油
を
使
用
す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
県
税

事
務
所
ヘ
申
請
し
て
「
免
税
軽
油
使
用
者
証
」
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
軽
油
を
実
際
に
購
入
す

る
際
に
県
税
事
務
所
か
ら
必
要
数
量
の
免
税
証
(
チ
ケ

ッ
ト
)
を
も
ら
い
、
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
ス
タ
ン
ド
に
渡

し
ま
す
と
税
金
の
か
か
ら
な
い
価
格
て
軽
油
を
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
ご
相
談
は
最
寄
リ
の
県
税
事
務
所
で
お
願
い

し
ま
す
。

…
軽
油
の
鵬
入
は
、
県
内
の
ス
タ
ン
ド
で
/

〈
川
護
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
生
活
機
器
展

-
場
所
富
山
西
武

7
階
催
事
場

障
害
者
の
介
護
に
あ
た
る
家
庭
の
負
担
軽
減
を
図
リ
、

地
域
や
家
庭
で
共
に
暮
ら
せ
る
社
会
環
境
を
め
ざ
し
て
、

「
介
護
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
生
活
機
器
展
」
を

開
催
し
ま
す
。
家
庭
で
介
護
に
当
た
っ
て
お
ら
れ
る
方
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
、
病
院
関
係
の
方
な
ど
幅
広
く
み

な
さ
ん
に
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

展
示
コ
ー
ナ
ー

在
宅
障
害
者
の
方
の
障
害
の
内
容
や
介
護
の
状
況
に

応
じ
て
研
究

・
開
発
さ
れ
た
幅
広
い
内
容
の
機
器
を
展

示
し
ま
す
。

川
寝
た
き
り
状
態
の
方
の
た
め
の
コ
ー
ナ
ー

叩
自
立
を
め
ざ
す
た
め
の
コ
ー
ナ
ー

川
障
害
者
用
衣
類
コ
ー
ナ
ー

川
モ
デ
ル
住
宅
、
設
備
の
コ
ー
ナ
ー

(
主
な
展
示
品
)

-
食
事
用
自
助
具
持
ち
や
す
い
ス
プ
ー
ン
、
こ
ぼ
れ

な
い
皿
、
す
く
い
や
す
い
皿
、
食
事
用
セ
ッ
ト

・
排
世
用
自
助
具
椅
子
型
便
器
、
採
尿
器

・
入
浴
用
自
助
具
浴
槽
用
シ

l
卜
、
風
呂
用
シ
ー
ト

・
ベ
ッ
ト
・
マ
ッ
ト
ト
イ
レ
付
ベ
ッ
ト
、
電
動
ギ
ヤ

ツ
ジ
マ
ッ
ト
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お
む
つ
力
パ

l
、
失
禁
用
シ
ー
ツ

-
介
護
用
品

ふ
と
ん

・
設
備
環
境
用
具

フ
、
自
在
水
栓

階
段
昇
降
機
、
ま
わ
し
や
す
い
ノ

相
談
コ
ー
ナ
ー

専
門
の
相
談
員
な
ど
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

川
生
活
機
器
、
補
助
具
の
利
用

叩
健
康
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
、
介
護

ω福
祉
制
度



ふるさと
みてある配

城
端
町

観
客
動
員
数
叩
万
人

ラ
イ
フ

城
端
む
ぎ
や
祭

麦
や
菜
種
は
二
年
で
刈
る
が

麻
が
刈
ら
り
ょ
う
か
半
土
用
に

川
田
常
造
さ
ん

三
味
線
を
ひ
き
、
永
井
友
次
が
歌
い
ま
し
た
。
彼
は
す

で
に
他
界
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
そ
の
歌
い

つ
ぶ
リ
は
、

そ
れ
は
見
事
な
も
の
で
し
た
。
麦
屋
節
は
、
城
端
と
五

箇
山
で
は
少
し
節
回
し
が
違
う
ん
で
す
が
、
彼
の
歌
が

城
端
節
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
ね
U

川
田
さ
ん
は
、
現
在
、
新
声
会
の
会
長
を
務
め
て
お

ら
れ
次
の
よ
う
に
も
、

「
新
声
会
に
は
、
全
国
か
ら
毎
月
二
i
四
件
の
出
演
依

頼
が
舞
込
み
ま
す
。
そ
れ
か
ら
後
継
者
育
成
の
た
め
に
、

地
元
の
城
端
中
学
校
や
小
学
校
の
生
徒
に
、
指
導
し
て

る
ん
で
す
。
踊
リ
、
歌
、

三
味
線
、
尺
八
、
太
鼓
、
お

よ
そ
麦
屋
に
関
わ
る
も
の
の
全
て
を
教
え
て
い
ま
す
。

第

一
回
目
の
む
ぎ
や
祭
リ
の
観
客
は

一
万
人
、
現
在
は

十
万
人
を
越
え
る
よ
う
に
な
リ
ま
し
た
。
そ
し
て
最
近

特
に
、
お
客
さ
ん
か
ら
人
気
を
得
る
よ
う
に
な

っ
た
の

が
、
城
端
駅
て
の
見
送
リ
麦
屋
節
、

プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム

で
、
お
客
さ
ん
を
麦
屋
て
送
リ
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
、

麦
屋
節
の
新
歌
詩
を
募
集
レ
発
表
会
も
行

っ
て
ま
す
か

ら
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
い
で
下
さ
い
U

白
い
漆
に
金
銀
従
え

父
子
司
云
乃
成
措
専
念

ddz-
」
a
q
.
d
l

，z、E
T
A
V
-
-
M
『
目
制
必
必
仲

城
端
む
ぎ
や
祭
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
善
徳
寺
か
ら

歩
い
て
五
分
も
か
か
ら
な
い
所
に
あ
る
の
が
、
城
端
曳

山
会
館
。
曳
山
が
展
示
し
て
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
毎
月
二
十
五
日
に
は
、
城
端
曳
山
研
究
会
が
聞

か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
会
長
さ
ん
が
四
百
年
の
伝

統
を
持
つ
城
端
塗
リ
、
城
端
蒔
絵
の
技
法
を
引
き
継
ぐ

十
四
代
、
小
原
治
五
右
衛
門
(
白
照
)
さ
ん
。
城
端
蒔

絵
と
い

っ
て
も
ビ
ン
と
こ
な
い
の
で
代
表
作
を
掲
げ
る

と
九
代
作
「
総
に
鷺
草
文
手
付
盆
」
、
そ
う
で
す
、
あ
の

お
盆
に
総
が
画
か
れ
た
も
の
、
も
っ
と
わ
か
リ
や
す
い

城端町の概況

浄土真宗の巨剃、善徳寺の

門前町としてひらけた町。

町の南東部の縄ヶ池周辺一

帯は、自然環境保全地域に指

定され、湖畔に群生するミズ

バショウは有名である。

また、 5月に行われる城端

神明宮の曳山祭りは、約300年

の伝統をもち、地元の匠たち

の技を集めた豪華な曳山と庵

屋台が町を練り歩く 。
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11，492人

(昭和60年国勢調査)

65，84平方キロメートル

人口

面積

城
端
町
は
真
宗
大
谷
派
別
院
善
徳
寺
を
中
心
に
開
け

た
門
前
町
て
、
白
壁
の
土
蔵
や
家
々
の
軒
先
の
格
子
戸
、

そ
し
て
信
仰
に
篤
い
善
男
善
女
で
端
正
な
た
た
ず
ま
い

を
見
せ
て
い
る
。
が
、
毎
年
九
月
十
五

・
十
六
日
に
は
、

そ
の
様
相
を

一
転
し
、

韮
口
徳
寺
本
堂
等
を
メ
イ
ン
会
場

に
町

一
体
が
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
と
化
す
る
。

そ
う
、
城
端
む
ぎ
や
祭
リ
が
開
催
さ
れ
る
の
だ
。
出

演
者
は
、
城
端
町
民
だ
け
で
は
な
い
。
越
中
五
箇
山
、

平
、
上
平
、
利
賀
の
三
村
に
加
え
隣
県
の
白
川
村
か
ら

も
駆
け
つ
け
る
。
も
ち
ろ
ん
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
街
流
し
に
は
飛
び
入
り
大
歓
迎
。

さ
て
、
こ
の
ラ
イ
ブ
む
ぎ
や
祭
リ
だ
が
、
始
ま
っ
た

の
は
そ
ん
な
に
古
く
も
な
い
昭
和
二
十
六
年
、
今
年
で

わ

け

三
十
六
回
目
、
て
な
理
由
で
、
こ
の
祭
リ
を
最
初
に
企

画
し
た
当
時
の
仕
掛
け
人
の
メ
ン
バ
ー
の

一
人
、
川
田

常
造
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

「
昭
和
二
十
六
年
と
い
う
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

が
終
わ
っ
て
、
日
本
全
国
各
地
が
な
ん
だ
か
ま
だ
虚
脱

感
み
た
い
な
も
の
を
か
か
え
て
い
た
時
代
な
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
城
端
町
も
そ
の
例
外
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
何
と
か
町
の
人
た
ち
の
気
持
ち
を
高
揚
さ

せ
る
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
始
め
ら
れ

た
の
が
こ
の

『城
端
む
ぎ
や
祭
』
な
わ
け
で
す
。
さ
い

わ
い
城
端
に
は
大
正
末
期
か
ら
『城
端
麦
屋
節
新
声
会
』

と
い
う
の
が
作
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
と
町
の

有
志
と
が
中
心
に
な
っ
て
企
画
し
ま
レ
た
。
当
時
の
新

声
会
メ
ン
バ
ー
で
残
っ
て
い
る
の
は
私

一
人
に
な

っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
私
も
七
十
九
歳
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
か
ら
:
:
:
。
当
時
は
私
も
四
十
三
歳
、
何
回
も
東

京
、
大
阪
、
名
古
屋
の
放
送
局
に
出
演
も
し
ま
し
た
。

ま
だ
テ
レ
ビ
の
無
い
ラ
ジ
オ
の
時
代
で
し
た
が
。
私
が

20 

も
の
だ
と
、
城
端
曳
山
の
庵
屋
台
が
そ
れ
。

城
端
蒔
絵
の
代
表
的
な
特
徴
は
、
そ
の
漆
の
色
に
あ

る
。
総
の
お
腹
を
表
現
す
る
白
色
は
、
他
の
漆
塗
に
例

を
み
な
い
。

「
普
通
漆
塗
リ
て
表
現
で
き
る
色
は
、
赤
・
黄
・
緑

・

黒

・
茶
の
五
色
、
桃

・
紫
・
金
・
銀
・
白
な
ど
は
表
現

で
き
な
い
か
ら
い
つ
の
時
代
で
も
漆
工
芸
作
家
は
、
青

員
や
金
粉

・
銀
粉
を
使
っ
て
そ
れ
ら
の
色
を
表
現
し
て

き
た
の
で
す
。
で
も
金
や
銀
を
使
え
る
の
は
、
藩
政
当

時
で
は
藩
か
ら
材
料
の
提
供
を
受
け
ら
れ
る
限
ら
れ
た

職
人
だ
け
で
す
。
城
端
に
は
、
そ
ん
な
藩
の
保
護
は
あ

リ
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
独
自
の
表
現
技
法
を
開
発
せ
ね

ば
な
リ
ま
せ
ん
で
し
た
。
城
端
蒔
絵
の
技
法
は
密
陀
絵

を
そ
の
根
本
に
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
六
代
目
の
時
、
臼

を
表
現
す
る
城
端
白
蒔
絵
の
技
法
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
が
ず
っ
と
私
に
ま
で
引
き
継
が
れ
て
き
た
わ
け
で

す
。
現
在
で
は
、
金
粉
や
銀
粉
は
容
易
に
使
う
こ
と
が

で
き
る
わ
け
で
す
が
、
私
は
や
は
リ
、
城
端
蒔
絵
は
白

が
命
だ
と
思
い
ま
す
。
今
で
は
白
を
生
か
す
た
め
に
金

や
銀
を
使

っ
て
い
ま
す
U

と
小
原
さ
ん
。

小
原
さ
ん
が
今

一
番
多
く
手
懸
け
て
い
る
の
は
、
茶

道
具
、
最
近
の
ブ
ー
ム
を
反
映
し
て
の
よ
う
で
す
。
こ

の
ほ
か
、
注
文
に
応
じ
パ
ネ
ル
や
お
盆
な
ど
何
で
も
作

る
そ
う
で
す
。
て
、
ち
ょ
っ
と
変
わ

っ
た
と
こ
ろ
で
は
、

曳
山
の
人
形
の
修
復
。
地
元
、
城
端
の
も
の
は
勿
論
、

八
尾
の
も
の
も
復
元
し
て
い
ま
す
。
小
原
さ
ん
の
祖
先

が
作
っ
た
人
形
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

小
原
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

「
城
端
白
蒔
絵
は
、
伝
統
な
ん
で
す
。
白
い
色
の
漆
を
使
っ

て
も
の
を
作
る
ん
じ
ゃ
な
く
、
も
の
を
仕
上
げ
る
た
め

に
白
い
色
が
必
要
だ
か
ら
臼
を
使
っ
て
い
る
ん
で
す
U
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-
七
月
二
十
目

。
前
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
。
立
山
登
拝
H

・
七
月
二
十
一
日

シ
ー
ト
ベ
ル
卜
着
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
出
発
式

北
陸
新
幹
線
対
策
連
絡
協
議
会
総
会

北
陸
新
幹
線
着
工
促
進
富
山
県
民
協
議

会
総
会

-
七
月
二
十
二
日

高
校
生
の
一
日
看

護
見
学

-
七
月
二
十
四
日

第
包
囲
日
米
医
学

協
力
委
員
会

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
懇
談
会

-
七
月
二
十
五
日

高
度
情
報
シ
ス
テ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
七
月
二
十
七
日

噂
ふ
る
さ
と
民
謡
民
舞
ま
つ
り

-
七
月
二
十
九
日

少
年
海
洋
教
室

県
政
P

R
デ
ザ
イ
ン
研
究
会

・
七
月
三
十
日

県
庁
東
別
館
竣
工
式

伏
木
富
山
港
特
定
重
要
港
湾
指
定
祝
賀

会第
臼
回
全
国
高
校
野
球
富
山
県
代
表
校

(
新
湊
高
校
)
来
庁

-
八
月
一
日

青
年
サ
ロ
ン
開
設

-

八

月

三

日

睡

眠

級
協
園
開
W
l!

と
や
ま
フ
ァ
ミ
リ
圃
圃
巌
論
園
周
摺
闘

l
サ

イ

ク

リ

ン

グ

・

噌

aa-

青
年
の
日
記
念
シ
圃
閉
鮒

悩
繊
幽
・
r

ン

ポ

ジ

ウ

ム

聖

嘗

E
7

お
ま
わ
り
さ
ん
の

J
m幽
闇

演
奏
と
ド
リ
ル
の
髄

β
凶
圃
闘

祭
典

1

1
1
1

1

1

j

ラ
イ
ブ
と
や
ま
テ
ィ
l
チ
イ
ン

第
川
田
富
山
県
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会

シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
結
団
壮
行
式

-
八
月
四
日

知
事
の
ま
ち
ま
わ

り
・
語
る
つ
ど
い

(
庄
川
町
)

-
八
月
八
日

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
と
や
ま
写
真
展

中
国
遼
寧
省
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
交
流
団

表
敬
訪
問

-
八
月
十
日

自
然
に
親
し
む
集
い

・
八
月
十
五
日

戦
没
者
追
悼
式

づ_.
~~ 
)(す

催

し

-
少
年
の
主
張
富
山
県
大
会

県
下
の
中
学
生
た
ち
が
、
日
頃
思

っ
て

い
る

こ
と
や
考
え
て
い
る

こ
と
を
訴
え
ま
す
。

ま
た
、
「
親
の
主
張
」
の
発
表
も
同
時
に
行
い

ま
す
。

-
日
時
九
月
十
八
日
同

午
後
一
時
三
十
介

@
場
所
富
山
市
立
芝
園
中
学
校
体
育
館

-
富
山
県
老
人
若
返
り
祭
り

@
日
時
九
月
九
日

ω・
十
日
附

@
内
容

①
お
年
寄
り
の
手
作
り
作
品
展

②
年
金
・
就
労
・
保
養
等
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

③
親
・
子
・
孫
、
三
世
代
の
演
芸
の
ど
自
慢
大
会

@
場
所
富
山
県
民
会
館
地
下
展
示
場
及
び
大
ホ

l
ル

{
ウ
ッ
ド
リ
ー
ム
富
山
木
工
教
室
}

・
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
木
工
教
室

(
小
・
中
学
生
と
そ
の
親
対
象
)

@
日
時
/
九
月
七
日
間
午
前
十
時

-
材
料
費
/

五
百
円

@
製
作
物
/
花
台

-
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
教
室

-
日
時
/
九
月
八
日
刊
午
後
一
時
三
十
分

@
材
料
費
/

三
百
円

-
製
作
物
/
ブ
ロ
ー
チ

-
生
き
が
い
木
工
教
室

@
日
時
/
九
月
十
五
日
間

@
材
料
費
/

三
百
円

-
製
作
物
/

ス
リ
ッ
パ
立
て
午
後
一
時
三
十
介

-
日
曜
大
工
教
室

@
日
時
/
九
月
二
十
八
日
同

.
材
料
費
/
五
百
円

-
製
作
物
/
か
さ
立
て

.
申
込
先

木
材
利
用
普
及
セ
ン
タ
ー
(
ウ
ッ
ド
リ
ー
ム

富
山
)

(
8
0
7
6
6
・
5
6
・
1
5
7
0
)

午
前
九
時

見
た
り
聞
い
た
り

-
公
募
・
日
本
海
美
術
展

青
森
県
か
ら
山
口
県
ま
で
、
日
本
海
沿
岸
十

二
府
県
を
対
象
に
公
募
し
た
美
術
展
で
す
。

-
開
催
期
間

九
月
二
日

ω1十
月
十
九
日
同

@
場
所
県
立
近
代
美
術
館

・
近
代
美
術
館
「
移
動
美
術
館
」

「富
山
を
描
く

l
m
人
間
景
」
か
ら
平
山
郁

夫
、
三
尾
公
三
、
前
田
常
作
、
下
回
義
寛
な
ど

の
作
品
の
他
、
ミ
ロ
、
シ
ャ
ガ

l
ル
な

E
の
版

画
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

{
福
岡
会
場
】

@
開
催
期
間

九
月
十
九
日
幽

l
二
十
九
日
開

@
場
所
福
岡
町
役
場

【
入
善
会
場
}

@
開
催
期
間

十
月
二
日
嗣
i
十
二
日
間

@
場
所
入
善
町
民
会
館

※
両
会
場
と
も
オ
ー
プ
ン
当
日
十
時
三
十
分
か

ら
近
代
美
術
館
〈
館
長
と
語
る
ふ
さ
、
ま
た

福
岡
会
場
は
九
月
二
十
日
、
入
善
会
場
は
十

月
四
日
に
近
代
美
術
館
職
員
に
よ
る
作
品
解

説
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

試

験

-
富
山
県
行
政
書
士
試
験

@
試
験
日

十
月
二
十
六
日
嗣

@
試
験
場
所

県
立
雄
峰
高
校

@
願
書
受
付
期
間

九
月
十
日
制
l
三
十
日

ω

詳
し
く
は
、
県
庁
総
務
課
へ
0

・
警
察
官
B
採
用
共
同
試
験

@
受
験
資
格
者

昭
和
三
+
四
年
四
月
二
日
l
昭
和
四
十
四
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
。
た
だ
し

大
学
卒
業
者
、
来
春
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込

の
者
は
除
く
。

-
第
一
次
試
験
日

十
月
二
十
六
日
日

@
試
験
場

富
山
会
場
県
立
富
山
工
業
高
校

高
岡
会
場
県
立
高
岡
工
芸
高
校

@
受
験
申
込
先

富
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
(
宮

0
7
6
4
・

4
1
・
6
1
6
6
)
ま
た
は
、
富
山
県
警
察
本

部
警
務
課

(
2
0
7
6
4
・
4
1
・
2
2
1
1
)
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団

見てください

聞いてください

県広報

テレビ広報
・北日本放送

毎週日曜日 AM8: 00-8: 30 
「こんにちは富山県です」

.富山テレビ放送

毎週日曜日 AM9 :00-9:30 
rll0万人のひろば
ークイズフォーカスインーJ

刀

新聞広報
・北日本、富山、読売、北陸中日
毎週第2土曜日
「県からのお知らせ」

毎月最終土曜日
「みんなの県政」

・朝日、毎日

毎月第2、最終土曜日
「県からのお知らせ」

AM9: 30-9: 35 

ラジオ広報
.FMとやま
“ふれあいホットライン"

県内各地からホットな話題を

クリアなサウンドでおとどけ

します

毎週月 一金曜日

23 

日 曜 場1 所 時 間

4 木 井波町福祉会館前 1 0 : 00 -15 : 30 

富山駅前 10 : 00 -16 : 00 
6 土

高岡駅前 1 0 : 00 -15 : 30 

7 日 黒部市メルシー前 1 0 : 00 -15 : 30 

11 木 大山町役場前 1 0 : 00 -15 : 30 

富山駅前 1 0 : 00 -16 : 00 
13 土

高岡駅前 1 0 : 00 -15 : 30 

14 日 富山西武前 1 0 : 00 -16 : 00 

17 水 庄川町役場前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

18 木 福野町役場前 1 0 : 00 -15 : 30 

富山駅前 1 0 : 00 -16 : 00 
20 土

氷見市ハッピータウン前 1 0 : 00 -15 : 30 

21 日 富山市中央通り前 1 0 : 00 -16 : 00 

富山駅前 1 0 : 00 -16 : 00 
27 土

高岡駅前 1 0 : 00 -15 : 30 

高岡駅前 1 0 : 00 -15 : 30 
28 日

砺波市文化会館前 1 0 : 00 -15 : 30 

9月街頭献血日程



お
だ
よ
り

先
月
、
雑
誌
で
富
山
県
が
「
豊
か
な
日
本
の

モ
デ
ル
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
と
て
も

嬉
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
県
で
は
県
民

一
丸
と
な
っ
て
、
「
い
い

人

・
い
い
味

・
い
き
い
き
富
山
」
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
「
日
本

一

の
ス
ポ
ー
ツ
県
、
花
と
緑
の
県
」
な
ど
、
日
本

一
住
み
良
い
富
山
県
を
つ
く
る
た
め
に
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
努
力
が
県
外
の
人
に

認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も

す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
難
を
い
え
ば
‘
観
光
面
で
の
立
ち
遅
れ

が
目
立
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
大
阪
、

名
古
屋
方
面
か
ら
の
観
光
客
は
、
富
山
県
ま
で

は
来
る
こ
と
な
く
、
大
半
が
金
沢
や
高
山
、
下

呂
な
ど
で
降
り
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
も
、
県

独
自
の
観
光
計
画
(
オ
リ
ジ
ナ
ル

・
サ
イ
ト
ス

ィ
1
イ
ン
グ

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
)
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

富
山
県
を
数
多
く
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
い
、

ご
度
遊
び
に
行
っ
て
み
た
い
な
あ
」
と
思
わ
せ

る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。
私
は
県
外
の
知
人

に
ハ
ガ
キ
を
出
す
時
は
、
県
内
の
風
景
の
絵
ハ

ガ
キ
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
観
光
キ
ャ
ン
ペ

l

ン
も
必
要
で
す
が
、
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
態

勢
が
整
っ
て
い
な
け
れ
ば
何
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
基
本
と
な
る
の
が
、
富
山
駅
前
の
再
開
発

で
あ
り
、
北
陸
新
幹
線
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
県
民
の
優
し
さ
、
暖
か
き

を
県
外
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
い
、
観
光
客
が

「
来
年
ま
た
行
こ
う
」
と
思
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と

が
必
要
な
の
で
す
。

婦
中
町

男
性
)

圏直画圏直画両回書記証

砺;皮市幸町1-7(総合庁舎内)
宮 (0763)33-5151

「 編集後記 ~ 

-消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

包 (0766)25 -2777 

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
宮 (0766)21-9411

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)
H(0765)24-5311 

量三重iJi;ji事活哩」歯周同町~F.j

.困りごと相談所

警察本部防犯少年課

企 (0764)338080 
-覚せい斉IJ.サラ金相談

警察本部生活保安課

宮 (0764)418904 
-暴力団ゼ口110番

警察本部捜査第二課

宮 (0764)420110 
このほか各警察署でも受け

イ寸けていますω

-R高齢
化
特
集
の
取
材
で
お
年
寄
が
大
好

き
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
気

持
ち
よ
く
取
材
に
応
じ
て
下
さ
リ
、
よ
く

お
話
し
て
下
さ
る
こ
と
:
:
:
。
あ
ま
リ
の

熱
心
さ
に
う
れ
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
素
晴
ら
し
い
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ

ま
す
。
「
家
の
中
て

一
番
必
要
な
ト
イ
レ
を

掃
除
す
る
人
は
、

一
番
貴
い
人
な
の
だ
」

と
得
得
と
惜
し
て
下
さ
っ
た
方
、
道
路
の

空
き
缶
を
買
物
袋
い
っ
ぱ
い
に
拾
っ
て
い

る
方
、
ス
ク
ー
タ
ー
で
愛
媛
ま
で
行
く
と

い
う
方
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
施
設
巡
リ
を
な

さ
っ
て
い
る
方
:
:
:
。
見
え
な
い
所
て
私

達
の
生
活
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
お

年
寄
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

長
年
の
経
験
、
力
メ
の
甲
よ
リ
年
の
功
で

す
ね
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま

た
お
話
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
ね
。

-Rコス
モ
ス
の
花
は
咲
き
ま
し
た
か
。
見

か
け
は
大
人
し
そ
う
で
す
が
、
風
に
な
ぎ

倒
さ
れ
て
も
立
ち
直
っ
て
咲
く
そ
う
で
、

一
面
に
咲
い
た
臼
や
ピ
ン
ク
の
花
が
風
に

揺
れ
、
空
に
は
赤
ト
ン
ボ
。
そ
ん
な
秋
の

風
景
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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暑
中
御
見
舞
い
中
し
ょ
げ
ま
す
。
ど
は
い
う

も
の
の
、
こ
こ
ニ
、
三
日
の
涼
し
さ
は
ど
う
で

し
ょ
う
。
菜
産
品
刊
の
収
穫
が
気
が
か
リ
で
す
。

毎
月
、
品
の
広
報
誌
「
ピ
々
ま
」
を
見
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
寸
。
縞
集
の
御
苦
労
を
患
い
、

い
ろ
い
ろ
ピ
情
報
を
ι
知
ら
せ
て
も
ら
っ
て
感
謝

し
て
い
ま
す
。

特
に
い
つ
も
感
謝
し
て
い
る
の
に
は
、
虫
ロ
己

匂
吋

O
Jヘ
〉
宮
〉
の
写
真
の
す
ば
ら
し
さ
で
す
。
撮

っ
た
方
の
名
前
が
忠
て
い
ま
せ
ん
が
お
一
人
で

す
か
、
ス
は
毎
回
冥
っ
た
方
の
で
し
ょ
う
か
。

宮
ム
の
素
敵
な
畢
色
、
特
に
ム
の
写
真
な
ど
な

ピ
、
新
た
め
て
宮
ム
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
認
識

し
て
い
ま
す
。
あ
の
ぺ

1
ジ
を
は
ず
し
て
別
に
写

真
集
ピ
し
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
を
作
っ
て
い
ま

す
。
惜
し
む
ら
く
は
写
真
の
よ
の
丈
字
で
す
が

:
あ
れ
は
し
ょ
う
が
な
い
の
で
し
ょ
う
む
。

こ
れ
か
ら
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

皆
桜
お
体
大
切
に
。

寺
J
P
局
、

nn
・ha
v
--d'q

主主
~ 

宮
ム
市

女
，~生

-町長 記制陶刷喧r..f:・
.消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ビル内

包 (0764)32-9233

-・・・E宅.，;~・岡_.岨E・H・・・・・
富山市総曲輪卜7(県庁内)
H(0764)31-411 H何
31 3131 (県民電話)

~ 

孟己炎キ目民-県

-高岡地方県民相談室

-魚、逮地方県民相談室

-砺波地方県民相談室

立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
に
は
、
夏
場
を
中
心
に
、

数
多
く
の
登
山
客
や
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
立
山
玉
殿

の
湧
水
は
、
こ
の
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル

l
卜
の
ほ
ぼ

中
間
に
あ
た
る
立
山
ト
ン
ネ
ル
か
ら
湧
出
し
て
い
ま
す
。

海
抜
二
、
四
五

0
メ
ー
ト
ル
の
古川
地
の
湧
水
は
他
の
ど
こ

に
も
あ
リ
ま
せ
ん
。

立
山
の
主
峰
、
雄
山
の
直
下
か
ら
湧
く
水
の
温
度
は

一一

1
五
℃
と
非
常
に
冷
た
く
、
水
量
は
毎
分
約

一
五
立

方
メ
ー
ト
ル
、
環
境
庁
の
全
国
名
水
百
選
に
も
選
ば
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
水
は
、
「
玉
殿
の
岩
屋
」
が
あ
る
室
堂

一
帯
に
、

潤
い
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
ト
ン

ネ
ル
か
ら
室
堂
付
近
の
ホ
テ
ル
な
ど
に
導
か
れ
、
生
活

用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
、
登
山
家
や
観
光
客
の
の
ど
を

潤
し
て
い
ま
す
。

昨
年
五
月
に
は
、
室
堂
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
背
後
の
園
地

に
、
こ
の
湧
水
を
利
用
し
た
水
飲
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賑
っ
て
い
ま
す
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